
（様式－１ 表紙） 

 

  １ 調査名称：室蘭都市圏総合都市交通体系調査 

 

 

 

 ２ 調査主体：北海道 

 

 

 ３ 調査圏域：室蘭都市圏 

  （室蘭市、登別市、伊達市、豊浦町、壮瞥町、洞爺湖町の３市３町） 

 

 

 ４ 調査期間：平成２８年～平成３０年（予定） 

 

 

 ５ 調査概要： 

室蘭都市圏においては、平成１１～１４年度に総合都市交通体系調査を実施し、

都市交通マスタープランを策定しているが、近年においては市町村合併や少子高

齢化、郊外型大型商業施設の進出など、都市交通を取り巻く地域や社会経済情勢

が大きく変化している状況から、これらを踏まえた将来計画の立案、策定が必要

となっている。 

このような社会経済情勢の変化に対し、交通の主要因となる人の動きを把握す

るパーソントリップ調査を実施し、都市交通需要の動向を勘案し、新たな社会経

済情勢に対応した都市交通マスタープランを策定するものである。 

 

  



（様式－２ａ 調査概要） 

 

Ⅰ 調査概要 

 １ 調査名称：室蘭都市圏総合都市交通体系調査 

 

 ２ 報告書目次 

 

第１章 調査の目的と全体構成 

１-１ 調査の背景と目的 

１-２ 調査の全体構成 

 

第２章 観光動態調査(夏期) 

２-１ 観光動態調査(夏期)の概要 

２-２ 観光動態調査(夏期)の結果 

 

第３章 ＪＲヒアリング調査 

３-１ ＪＲヒアリング調査の概要 

３-２ ＪＲヒアリング調査の結果 

 

第４章 データ整備 

４-１ マスターファイルの作成 

４-２ 人口拡大係数の検討 

４-３ トリップ補正係数の検討 

４-４ マスターファイルの作成 

 

第５章 基礎集計 

５-１ 基礎集計項目 

５-２ 基礎集計結果 

 

第６章 既存関連資料の分析 

６-１ 既存関連資料の分析概要 

６-２ 既存関連資料の分析結果 

 

第７章 付帯調査の分析結果 

７-１ 付帯調査の概要 

７-２ 休日交通特性調査の分析 

７-３ 個人意識・買い物当行動調査の分析 

７-４ 通学交通実態調査の分析 



７-５ 観光動態調査の分析 

７-６ 事業者等ヒアリング調査の分析 

７-７ 交通弱者課題把握ヒアリング調査の分析 

 

第８章 現況解析 

８-１ 現況解析の概要 

８-２ 都市に関する課題 

８-３ 室蘭都市圏におけるトリップ特性 

８-４ 道路交通の課題 

８-５ 公共交通の課題 

８-６ 観光に関する課題 

８-７ 都市交通に関する新たな動向 

 

第９章 計画課題の整理 

９-１ 都市交通マスタープラン策定までの流れ 

９-２ 都市交通マスタープラン策定に向けた計画課題 

 

第１０章 将来交通需要予測モデルの作成 

１０-１ 将来交通需要予測モデルの概要 

１０-２ 生成交通量予測モデルの作成 

１０-３ 発生・集中交通量予測モデルの作成 

１０-４ 分布交通量予測モデルの作成 

１０-５ 交通手段分担予測モデルの検討 

１０-６ 配分交通量予測モデルの作成 

 

    第１１章 将来像の検討 

    １１-１ 上位計画や関連計画による方向性 

    １１-２ 都市圏の将来像 

     

   第１２章 都市圏将来フレームの設定 

    １２-１ 将来人口フレームの設定 

 

資料編 

－調査協議会開催要領－ 

  



                                                      （様式－２ｂ 調査概要） 

 

 ３ 調査の組織体制 

 

 

北海道総合都市交通体系調査協議会 

（座長：北海商科大学 教授 田村 亨） 

 

 

計画課題検討ワーキング 

（顧問：北海道大学大学院 工学研究院 准教授 岸 邦宏、内田 賢悦、 

室蘭工業大学大学院 工学研究科 准教授 有村 幹治） 

 

 

事務局 

（事務局長：北海道建設部まちづくり局 都市計画課長 星野 信哉） 

 

  



 ４ 委員会名簿等： 

 

・北海道総合都市交通体系調査協議会 

 

  



・計画課題検討ワーキング 

 



（様式－３ａ 調査成果） 

 

Ⅱ 調査成果 

 

 １ 調査目的 

室蘭都市圏においては、平成１１～１４年度に総合都市交通体系調査を実施し、

都市交通マスタープランを策定しているが、近年においては市町村合併や少子高

齢化、郊外型大型商業施設の進出など、都市交通を取り巻く地域や社会経済情勢

が大きく変化している状況から、これらを踏まえた将来計画の立案、策定が必要

となっている。 

このような社会経済情勢の変化に対し、交通の主要因となる人の動きを把握す

るパーソントリップ調査を実施し、都市交通需要の動向を勘案し、新たな社会経

済情勢に対応した都市交通マスタープランを策定することを目的とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 ２ 調査フロー 

 

 

図 １ 調査フロー図 

  



 ３ 調査圏域図 

 

 

図 ２ 調査圏域図 



（様式－３ｂ 調査成果） 

 ４ 調査成果 

 

（１）室蘭都市圏における現況解析の概要 

   今回実施した、各種調査結果、既存関連資料分析結果及びその他外部資料

を基に交通を中心とした室蘭都市圏の現状や課題について分析を行う。 

 

  ① 道路交通の課題 

   １－１ 自動車依存の状況 

    ・１５歳未満で、自分で自動車を運転できない属性以外は、主な交通手段

は自動車となっている。 

    ・全時間帯で主な交通手段は、自動車となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ３ 年齢階層別代表交通手段別トリップ割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ４ 時間帯別代表交通手段分担率 



   １－２ 主要な幹線道路への交通の集中 

    ・室蘭都市圏のトリップ数は、人口推移に伴い減少傾向にあるが、都市圏

内の流動は主要な幹線道路に集中し、一部区間では依然として慢性的な交

通混雑が生じている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ５ 地域間の流動(全移動目的・全交通手段) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ６ 道路混雑度 



   １－３ 都市計画道路の整備状況 

    ・室蘭都市圏の市町の都市計画道路の整備状況を見ると、室蘭市を除く地

域で改良率が全道平均を下回っている。主要幹線道路の混雑緩和や生活利

便性の高い道路交通を確保する上でも、計画的な道路整備の進捗が求めら

れる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ７ 都市計画道路の整備状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ８ 道路幅員状況 



   １－４ 国道・道道の事故発生状況 

    ・室蘭都市圏の交通事故は、全道と比べ追突・正面衝突事故の割合がやや

高い傾向で国道の約６割(国道では交通量が多く追突事故が多発)、道道の

約４割が追突事故となっている。 

図 ９ 室蘭都市圏の国道・道道の事故累計 

図 １０ 室蘭都市圏の国道・道道の事故発生状況 

 



   １－５ 災害による道路網への影響 

    ・室蘭都市圏は津波・噴火の災害危険地域であり、それら災害発生時には

夜間人口の多い広い範囲への影響が懸念される。室蘭港周辺、登別市の沿

岸(海側から山側への避難)、壮瞥町一帯では面的な被害も想定される。 

 

図 １１ 災害による道路網への影響 

 

 

 

 

 

 

 



  ② 公共交通の課題 

   ２－１ 公共交通の利用状況 

    ・人口減少に伴う交通事業者の経営難のなか、地域公共交通を維持・確保

するためには、ニーズに即した公共交通網の再構築が必要である。 

図 １２ 移動しにくい要因 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



   ２－２ 交通空白地域の現状 

    ・人口密度とバス停勢力圏(３００m：バスサービスハンドブックより)を分

析した結果相対としては７割を既存バス路線がカバーしている。 

    ・一方、高密度や広域的に人口が分布しているが空白地域となっている地

域もあり、政策的な判断が求められる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 １３ 空白地域の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 １ バス路線のカバー人口及びカバー率 



   ２－３ 交通結節点機能の現状 

    ・バスとＪＲ、バスとバスの乗り換え待ち時間について検証した結果、豊

浦町・洞爺湖町(洞爺湖温泉)では約１時間の待ち時間が発生している。 

    ※データ整理の前提として、乗換が複数考えられる時間帯は最も効率的に

接続する時間で待ち時間を設定した。(路線が限定される場合には待ち時間

が長くても集計に含めた) 

 

表 ２ 乗り換え待ち時間(総括) 

 

 

 

 

 

 



  ③ 観光に関する課題 

   ３－１ 公共交通の利用状況 

    ・近年観光入り込み客数は増加しており、北海道新幹線や新千歳空港から

の二次交通支援の必要性が高まっている。 

    ・外国人観光客についてはレンタカーによる移動も見られる。 

図 １３ 室蘭都市圏内の観光入り込み客数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 １４ 外国人へのレンタカー貸出状況 

 

 



（２）都市圏の将来像(計画理念及び施策の方向性) 

   「計画課題の整理」と「上位計画や関連計画による方向性」を「生活」、

「観光」、「産業」、「防災」の視点で再整理し、室蘭都市圏における将来

像の計画理念及び施策の方向性を設定する。 

図 １５ 室蘭都市圏の将来像(計画理念) 

表 ３ 室蘭都市圏の将来像を踏まえた施策の方向性 


